
事故発生状況の推移（H18～H22）
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北陸地方整備局
技術開発・管理部会
工事安全管理分科会

平成２２年 第３四半期の事故発生状況（速報による）
北陸地方整備局発注の直轄工事

２．各年度の四半期毎の事故件数の推移

１．工事事故速報の件数

第３四半期で、すでに136件と、昨年度全体の発生件数を上回る状況です。

過去五年の四半期毎の事故件数の比較
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(10-12月）
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（1-3月）

過去の事故発生状況では、第4四半期（10月-12月）の事故発生が多い傾向
にあります。工事の最盛期を迎え、事故防止に努めましょう。

☆☆ 事故件数は、第３四半期で、すでに１３６件 ☆☆

☆☆ 熱中症が２２件（過去5年間で最多） ☆☆

☆☆ 工事の最盛期を迎え、事故防止を徹底しましょう。 ☆☆
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水質汚濁 ３件
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公衆災害の内訳（全報告数６０件）

３．事故分類別発生割合の推移（Ｈ２２年は、９月末データによる）

全体の傾向としては、公衆災害が増加傾向にありますが、本年は、熱中症に
より労働災害の割合が、高くなっています。

４．公衆災害、労働災害の事故状況

１）公衆災害

公衆災害では、埋設物の損傷事故が、１／３以上を占めている状況です。

２）労働災害

Ｈ２２年の労働災害の内訳は、熱中症が35％を占めています。その他は、

取り扱い運搬・建設機械に起因する事故が多く発生しています。
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労働災害の内訳（全報告数６３件）
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（H22 9月末現在）

５．工事事故の処分の状況（Ｈ２２年データは、９月末現在）

６．休業４日以上の事故件数の発生状況
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（H22 ９月末現在）
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第１四半期 ７件

第２四半期 ４件

第３四半期 ３件

休業４日以上の事故件数は、Ｈ２２年１４件と昨年の発生件数を、既に超え
ている状況にあります。また、４半期別に見ると、第１四半期の７件から、３
件と減少傾向にあります。

工事事故の処分の状況は、文書注意に関しては、過去に比べ減少傾向となっ
ていますが、指名停止以上が７件と、過去５年とほぼ同数の状況です。



地区別四半期毎の事故件数
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７．事業部門別事故発生件数

８．地区別の事故発生件数

事業部門別事故発生件数のＨ１８からＨ２２の事故発生件数の推移は、以下
のとおりです。

地区別の四半期毎の事故発生件数は、以下のとおりです。

建設工事事故データベースへの登録を忘れずに

建設工事事故データベースへの登録（入力）を忘れずにお願いします。

請負者、発注者は必ずインターネットを利用して登録（入力）して下さい。

建設工事事故データベースは、各地方整備局、都道府県、政令指定都市、公団が発注した公共工事

のうち、一定規模以上の事故が発生した工事について、事故報告をインターネットを利用しデータベース

に入力するものです。

データベースを「建設工事事故データベース」もしくは「ＳＡＳ（Ｓａｆｅｔｙ Ａｎａｌｙｓｉｓ Ｓｙｓｔｅｍ）」と呼び、

管理業務はＳＡＳセンターが行っています。

登録（入力）は、ＳＡＳセンターのホームページから

ＵＲＬ http://sas.ejcm.or.jp/

事業部門別事故件数の推移（Ｈ１８－Ｈ２２）
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